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1. はじめに

社会が 2020 年から続いていたコロナ禍から抜

け出そうとしている中、対話できる AI が世間を

賑わせている。2022年末以降、メーリングリスト

や Twitter、交流掲示板などにおける当該 AIに関

する議論や物議の量が日に日に増している。2023

年の春時点ではニュースにも取り上げられ、世間

話をしていても、「あれ、どうですか？」と聞か

れることも増えてきた。 

しかし、対話できる AI の開発と進歩が社会に

とって“どうなのか”は、常に我々の活用次第で

ある。鍬だって実際に振ってみなければあの形状

の利点に気付けないし、やってみればみるほど篤

農家の皆さんの鍬を使った溝や畝の仕上げ方の

技術に感動する。大事なのは、個々人が実際にそ

れに触れてみることから始めることである。そし

て、その感想や意見について多様な方々と共有し、

議論することでその技術の活用方法や発展可能

性が広がっていく流れに参加することである。 

幸いなことに “話が出来ない相手”ではない。

交流を行うのも悪くないのではないだろうか。一

人が怖ければ、数人で臨んでも AI 側から文句は

言われないだろう。学会には学生から実務家、研

究者と幅広い世代の異なる専門を有する人材が

参加している。この多様な人材と一緒に対話でき

るAIの代表であるChatGPT 1)との交流の機会を

持つことで、農業農村地域における情報利活用の

未来図をより鮮明に描くことができるかもしれ

ない。本講演では、先行する講演(農業農村地域に

おける情報通信環境整備に関する現状と課題、お

よび事例紹介)を受けた上で、聴衆参加型のワーク

ショップとしてのアイディアソンを試みる。

2. ChatGPT について

『ChatGPT は、OpenAI 社によって開発され

た、自然言語処理分野において非常に高い精度を

発揮する大規模な言語モデル GPT をベースとし

た対話形式チャットサービスであり、多岐にわた

る応用が可能であると言われている』。2022年 11

月 30 日に公開された後に、数ヵ月でユーザー数

が 1 億人に至った言われる 2)。2023 年 3 月時点

ではGPT-4が発表されており、2月時点でのGPT-

3.5 が有していた自然言語生成による文書作成機

能に加えて、現在では画像入力による文章生成や、

画像・音楽・動画の生成も可能となっている 3) 4)。

また MicrosoftBing への搭載やプラグイン、API

といった周辺開発環境も動きを速めている。 

 ChatGPT では、プロンプトと呼ばれる人間か

らの“問いかけ”や“指示出し”に応える形で回

答が生成される。回答文章は、学習された膨大な

過去のテキストを参考に、次に来る確率の高い単

語を予測しながら紡がれていく。昔ながらのピン

ボールを想像して欲しい。どの台を選ぶか、玉を

どれくらいの力で弾くかは人間が決めるが、弾か

れた玉がどのように転がっていくかは釘の在り

方（GPT内に学習されたモデル）によって確率的

に変わってくる。玉を一旦弾いてしまえば、後は

それがどこに終着するのかを眺めていれば良い。

もちろん対話型なので、プロンプトによっては回

答の範囲を狭め(例えば、「ChatGPTの強みを“3

つ”教えて」等)、正確な情報や欲しい情報に終着

させることも可能であるし、記憶されている範囲

内で過去の回答に基づいた修正や発展をさらに

促すこともできる(例えば、「上の回答を 1段落に

要約して」等)ことに、ChatGPT の強みがある。 
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一方で、正確でない情報が生成される場合もあ

るため、生成結果の判断や制御に専門知を有した

人間が介在する、いわゆるヒューマン・イン・ザ・

ループ 5)は必須であろう。使用言語による差もあ

り、英語に比べると日本語による対話は処理時間

と質の面で劣る場合がある。加えて、現時点にお

いては 2021 年以降の最新の情報は学習に反映さ

れていないことを留意する必要性があるだろう。 

 

3. アイディアソンの進め方 

  今回のアイディアソンでは、専門家や学生、

技術者など、異なる立場の人々が集い、農業農村

工学の実践および教育の現場における(AI の活用

方法も含む)未来図について、世代間交流と人-機

械間交流の中で考え、共有することを目的とする。

形式としては、本アイディアソンに至るまでの講

演について、「LearnWizONE」という意見交換用

ウェブアプリを用いて、意見や感想などを集約・

共有した上で、それらを踏まえたグループディス

カッションを会場参加者の皆さんと共に行う。各

グループには ChatGPTもメンバーとして参加し

てもらい、交流と意見交換を行う予定である。こ

の際、世代間交流を促すことを目指し、多くの学

生参加者にも出席して頂ければ活発な議論がで

きるのではないかと考える。 

なお、意見交換・集約時には「LearnWizOne」

を、グループワーク時には「ChatGPT」の利用を

考えているため、各個人のスマートフォン、パソ

コン、タブレット端末などの持ち込みをお願いし

たい。ただし、必須ではなくご自身の身体一つで

の参加も大いに歓迎する。まだ ChatGPTに触れ

られていない方で、興味のある方は是非 ChatGP

のウェブサイト(https://chat.openai.com/)から事

前にアカウントを登録し、少しでも触れておいて

頂きたい。 

また、こういったアイディアソンやワークショ

ップで重要なことは、それぞれが得られたアイデ

ィアとヒントを基に、更に参加者の方々と交流を

深め、アイディアの具現化を行うことである。是

非、企画セッションや学会終了後の懇親会をその

機会として活用して頂きたい。 

 4. 最後に 

 農業農村工学は現場の学問である。現場におけ

る実践や教育、それらに係る課題解決は、AIが回

答可能な単純な知識を問うような問題や多肢選

択問題ではなく、常に新しく、時に身体的な反応

が求められ、現場における協働が求められるもの

である。ChatGPTなどの AI技術の招来に対して

は、我々側が手と頭を動かしてアクティブに反応

していくべきである。それには多様な世代や視点、

知見を巻き込んだディスカッションが求められ

る。そして、どうせならそのディスカッションに、

AIも巻き込んでみるのも良いかもしれない。 

 この要旨中に含まれる『』部分は試行的に

ChatGPT により生成された文章を引用(?)したも

のとなっている(逆に言うと、その他の部分は

ChatGPT に頼んでも書いてくれなかった文章と

いうことでもある)。これらの文章を読んでどう思

うのかは人それぞれだろう。恐怖に感じる部分も

あるかもしれないが、好機と思ってワクワクでき

る部分もあるのではないだろうか。そのワクワク

の共有と増大を目指すのが本アイディアソンの

目標である。苦手な人も得意な人も、学生も研究

者も、是非この機会に参集して頂きたい。 
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